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3※：FCCテクノにおいて作成

当社の位置づけ：

1962年創業の旧電算センターに、2021年より、事業承継を実施し経営体制を刷新し、サービスラインを強化しました。
今日現在、老舗･スタートアップの両方の性質を持つプロフェッショナル･ファームとして、事業運営を行っております。



4※：FCCテクノにおいて作成・

東京と地方：

東京と地方の差をある程度鑑み、事業戦略･人材採用においても、東京及び福岡の地域性の差を意識して戦略を採用しています。
東京とつかず離れず、東京及び福岡･九州（地方）の中間に位置する会社として、地方にないソリューションを提供しています。



5※：FCCテクノにおいて作成

弊社が提供するDX：

当社のDXは、変革・革新を重視し、デジタルは従属する手段としています。
収益化するポイントも、受託開発や特定のSaaS導入に重きを置かず、変革の推進に対する解決策の提供を主としています。
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事業承継以後、従来のソフトウェア開発・BPOのみならず、コンサルティング機能を付加しています。
あえて、ある程度の事業レンジ･ソリューションを社内外問わず複数抱えることが、DX支援･全社変革において強く生きています。

Our Service



DX支援機関の在り方
現状の取り組み
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8※：FCCテクノにおいて作成

当社が地場中堅・中小企業をターゲットとしたDX支援を行う背景

マネタイズの観点では、都市部の案件獲得が重要であるが、地方で事業を営む企業としては、経営上地元案件獲得を継続することが重要
です。当社は、下記の三つの背景より、積極的に地元DX支援案件の受託を行い、マネタイズに向けて企業努力を行っています。



9※：FCCテクノにおいて作成

歴史あるITベンダーが必要とされるDX支援機関となるには：

DX支援機関が、従来から続く歴史あるITベンダー･SIerに留まる限りは、DX推進を果たす役割を担うのが困難です。
地方ITベンダーは、DX支援機関として相応しくあるため、まずは自らを徹底して変革しきる必要があるように思います。



10※：FCCテクノにおいて作成

歴史あるITベンダーが必要とされるDX支援機関となるには：

自らを徹底して変革しきる過程には、従来の事業運営の延長ではなく、人的資本の充実について、支援機関自らが真摯に取り組む必要が
あります。従来の年功序列･差が出ない人への投資ではなく、抜本的な梃入れを行わなければDX推進は難しいです。
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学生採用・キャリア採用のいずれにおいても、下記の通りメリットとデメリットを整理し、少数精鋭での採用を行っています。
IT･コンサルティングは労働集約的産業ではありますが、数ではなく質、DX推進に適した成長意欲の高い人材の採用を進めています。

採用における差別化：



12※：FCCテクノにおいて作成

DX支援機関に必要な要素： まとめ

地方企業におけるDXを形だけのデジタル化･単なる掛け声に終わらせないためには、洗練されたDX支援機関の存在が不可欠です。
今後のDX支援機関は、徹底した変革を為した経験を有し、「変革に徹底して伴走する者」として再定義するのが良いと考えます。



DX支援機関としての課題
現状と課題･今後の在り方
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DX支援機関としての課題

現状、DX支援が行える能力を有する人材の確保・継続的リテンションは行えていますが、今後総合系コンサルティングファームや大手SI
と人材獲得において競合しうる状況が続くことが見込まれ、高度な組織運営が求められています。
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課題解決に向けて当委員会に期待すること

地方には地方の変革があり、デジタル化があるので、これらが抜本的に進むように、オーナー企業･非上場企業に適した地方版デジタル
ガバナンスコードの策定、これらを遂行する危機感の醸成が進むように期待しています。
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